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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第７部門第４区分
【発行日】平成22年5月13日(2010.5.13)

【公表番号】特表2009-534013(P2009-534013A)
【公表日】平成21年9月17日(2009.9.17)
【年通号数】公開・登録公報2009-037
【出願番号】特願2009-505677(P2009-505677)
【国際特許分類】
   Ｈ０２Ｎ   2/00     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｈ０２Ｎ   2/00    　　　Ａ

【手続補正書】
【提出日】平成22年3月29日(2010.3.29)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　変化するエネルギー特性を有する振動エネルギー源からエネルギーを収穫する方法であ
って、前記エネルギーを収穫するように整えられた収穫装置の特性を変えるステップを含
み、前記収穫装置の特性は前記振動エネルギー源の変化するエネルギー特性に応じて非瞬
間期間変えられる、方法。
【請求項２】
　変化パラメータを取得するために非瞬間期間にわたって前記変化するエネルギー特性を
監視するステップと、前記変化パラメータを利用して前記収穫装置の特性の変化を制御す
るステップを更に含む、請求項１に記載の方法。
【請求項３】
　前記振動エネルギーを電気エネルギーに変換するためにトランスデューサが利用され、
前記変化パラメータは電流または電圧である、請求項２に記載の方法。
【請求項４】
　前記変化するエネルギー特性の変化を監視するステップと、前記変化に応じて前記収穫
装置の特性の変化を順応的に制御するステップを更に含む、請求項１から３のいずれか一
項に記載の方法。
【請求項５】
　順応的に制御する前記ステップは、前記変化するエネルギー特性の変化を予測し、前記
予測された変化に応じて前記収穫装置の特性の変化を制御するステップを含む、請求項４
に記載の方法。
【請求項６】
　順応的に制御する前記ステップは、適応学習アルゴリズムを実行するステップを含む、
請求項４または請求項５に記載の方法。
【請求項７】
　前記収穫装置は電気的収穫回路を含み、前記収穫装置の特性は前記収穫回路のインピー
ダンスである、請求項１から６のいずれか一項に記載の方法。
【請求項８】
　変化するエネルギー特性を有する振動エネルギー源からエネルギーを収穫するための装
置であって、前記装置は前記エネルギーを収穫するように整えられた収穫装置を含み、前
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記収穫装置は前記振動エネルギー源の変化するエネルギー特性に応じて非瞬間期間変えら
れるように整えられた特性を有する、装置。
【請求項９】
　前記収穫装置の特性を変えるために前記収穫装置を制御するように整えられたコントロ
ーラを更に含む、請求項８に記載の装置。
【請求項１０】
　非瞬間期間にわたって変化パラメータを取得するために振動のエネルギー源の振動の大
きさを監視するためのモニタを更に含み、
　前記変化パラメータは前記収穫装置の変化する特性を制御するために前記コントローラ
によって使用される、請求項９に記載の装置。
【請求項１１】
　前記振動エネルギーを電気エネルギーに変換するために電気トランスデューサが利用さ
れ、前記変化パラメータは前記トランスデューサからの電流または電圧である、請求項１
０に記載の装置。
【請求項１２】
　前記コントローラは非瞬間期間にわたって前記変化するエネルギー特性の変化を決定す
るように、および前記変化に応じて前記収穫装置の特性の変化を順応的に制御するように
整えられる、請求項８から１１のいずれか一項に記載の装置。
【請求項１３】
　前記コントローラは前記変化するエネルギー特性の変化を予測するように、および前記
予測された変化に応じて前記収穫装置の特性の変化を制御するように整えられる、請求項
１２に記載の装置。
【請求項１４】
　前記コントローラは前記収穫装置を制御するために適応学習アルゴリズムを実行するよ
うに整えられる、請求項１２または請求項１３に記載の装置。
【請求項１５】
　前記収穫装置は電気的収穫回路を含み、前記収穫装置の特性は前記収穫回路のインピー
ダンスである、請求項８から１４のいずれか一項に記載の装置。
【請求項１６】
　変化するエネルギー特性を有する振動エネルギー源からエネルギーを収穫するための収
穫装置を制御するための装置であって、
　前記前記振動エネルギー源の前記変化するエネルギー特性を監視するためのモニタ、お
よび
　前記振動エネルギー源の前記変化するエネルギー特性に応じて前記収穫装置の特性を非
瞬間期間変えるように整えられたコントローラ、
を含む装置。
【請求項１７】
　前記コントローラは非瞬間期間にわたって前記可変エネルギー特性の変化に応じて前記
収穫装置の特性の変化を順応的に制御するように整えられる、請求項１６に記載の装置。
【請求項１８】
　前記コントローラは前記可変エネルギー特性の変化を予測するように、および前記予測
された変化に応じて前記収穫装置の特性の変化を制御するように整えられる、請求項１７
に記載の装置。
【請求項１９】
　前記コントローラは前記収穫装置を制御するために適応学習アルゴリズムを実行するよ
うに整えられる、請求項１６または請求項１７に記載の装置。
【請求項２０】
　請求項８から１９のいずれか一項に記載の装置を実現するためにコンピュータ装置を制
御するための、コンピュータプログラム。
【請求項２１】
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　請求項２０に記載のコンピュータプログラムを与える、コンピュータ可読媒体。
【請求項２２】
　変化するエネルギー特性を有するエネルギー源からエネルギーを収穫する方法であって
、前記エネルギーを収穫するように整えられた収穫装置の特性を変えるステップを含み、
前記収穫装置の特性は前記エネルギー源の変化するエネルギー特性に応じて非瞬間期間変
えられる、方法。
【請求項２３】
　変化するエネルギー特性を有するエネルギー源からエネルギーを収穫するための装置で
あって、前記装置は前記エネルギーを収穫するように整えられた収穫装置を含み、前記収
穫装置は前記エネルギー源の前記変化するエネルギー特性に応じて非瞬間期間変えられる
ように整えられた特性を有する、装置。
 
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００６
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００６】
　第１の態様によれば本発明は、変化するエネルギー特性を有する振動エネルギー源から
エネルギーを収穫する方法であって、エネルギーを収穫するように整えられた収穫装置の
特性を変えるステップを含み、この収穫装置の特性は振動エネルギー源の変化するエネル
ギー特性に応じて非瞬間期間変えられる方法を提供する。
 
【手続補正３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１０
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１０】
　一実施形態では本方法は、変化パラメータを取得するために変化するエネルギー特性を
非瞬間期間にわたって監視するステップと、変化パラメータを利用して収穫装置の特性の
変化を制御するステップを更に含む。振動エネルギーを変換するための電気トランスデュ
ーサを含む実施形態では、変化パラメータはトランスデューサからの電流または電圧であ
り得る。代替実施形態では変化パラメータは振動の大きさ（例えば外乱の測定）であり得
る。一実施形態では変化パラメータは、収穫装置の特性の変化を制御するために使用され
得る複数のパラメータを含み得る。
 
【手続補正４】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１３
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１３】
　第２の態様によれば本発明は、変化するエネルギー特性を有する振動エネルギー源から
エネルギーを収穫するための装置であって、この装置はエネルギーを収穫するように整え
られた収穫装置を含み、この収穫装置は振動エネルギー源の変化するエネルギー特性に応
じて非瞬間期間変えられるように整えられた特性を有する装置を提供する。
 
【手続補正５】
【補正対象書類名】明細書
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【補正対象項目名】００１６
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１６】
　モニタおよびコントローラを含む一実施形態では、可変エネルギー特性の変化は非瞬間
期間にわたって監視されることが可能であり、収穫装置の特性の変化はこれらの変化に応
じて順応的に制御され得る。コントローラは、可変エネルギー特性の変化を予測して、予
測された変化に応じて収穫装置の特性の変化を制御するように整えられ得る。一実施形態
ではコントローラは、収穫装置を制御するために適応学習アルゴリズムを実行し得る。
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